
さまざまな分野で活躍されてきた市民の皆さんをご紹介します。

連
載

での空襲、沖縄での地上戦などにより犠牲となられた方々。
今日の平和と繁栄は、そうした戦没者の皆さんの尊い命と、
苦難の歴史の上に築かれたものであることを、片時たりと
も忘れてはならないと思っています。
　また、最愛の肉親を失われ、今日まで癒えることのない
深い悲しみに耐えながら、さまざまな苦難を乗り越えて来
られたご家族がいらっしゃることも忘れてはなりません。
　こうした思いを日頃から語り続けてくださっているの
が、志木市遺族会の皆さんです。ご家族を失った深い悲
しみを抱えながらも、平和の尊さを地域に伝えてくださる
など、志木市遺族会の皆さんのご尽力には深い感謝の念
を抱かずにはいられません。
　戦後80年となる今年は、志木市遺族会と連携しながら、
祖国のために懸命に尽くされた先人の思いを後世に伝え、
平和な社会の発展に寄与することを目的とした「戦後80周
年平和祈念事業」を11月に開催します。１部では祈念式典
をはじめ、作文コンクールの表彰式を行うとともに、２部
では戦時中の食事を再現した試食会や子どもたちも参加
できるイベントを実施するなど、大人だけではなく子ども
たちにとっても平和について考える契機となることを願っ
ています。
　平和な時代に生きる私たちが、その礎となった多くの犠
牲者と残されたご遺族の思いを決して忘れることのないよ
う、８月15日の終戦の日には市職員そろって哀悼の意を表
し黙とうを捧げます。いつまでも、日々の暮らしの中で平
和を守る気持ちを大切にしながら、戦争の記憶を風化させ
ず後世へ語り継ぎ、先人たちから受け取ったこの平和とい
う大切なバトンを、次代へしっかりと手渡していかなくて
はなりません。

蝉
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の鳴き声が大きくなり、朝顔や向
ひ ま わ り

日葵、入道雲といっ
た風景に触れながら、今年も本格的な夏の訪れを感じてい
ます。いろは親水公園のウォーターパークでは水遊びに夢
中な子どもたちの元気な声が聞こえ、それぞれの地域では
盆踊りや縁日の準備が進み、志木市にも夏ならではのにぎ
やかな光景が広がっています。
　こうして当たり前のように笑い、夏の日常を楽しめる毎
日があるのは、平和な時代に私たちが生きている証。けれ
ど、それが当たり前ではなかった夏があります。8月15日
は終戦の日。今年は、先の大戦の終戦から80年という大き
な節目を迎えます。
　かつて、志木市も戦争による多くの影響を受けました。
食糧や生活物資の供給不足の深刻化に加え、激しい物価
上昇や経済危機に見舞われるなど、普通の生活が一瞬に
して普通ではなくなる戦禍の時代。志木市史によれば、日
中戦争期から太平洋戦争期における志木地域の戦没者数
は270名にものぼるとされています。
　祖国の繁栄と家族の幸せを願いながら、戦禍にたおれ
た方々、遠い異郷の地で亡くなられた方々。また、各都市
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けを願うものです。まず、敷島神社拝殿にて神事を行い、
神
しん

火
か
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ちょう

灯
ちん

に移し、境内中央の井
い

桁
げた

に積み上げられた松
たい

明
まつ

の前
へ移動します。ここでも祝

のり

詞
と

を上げ、松明を塩とお神
み

酒
き

で清め
た後、点火します。松明のてっぺんに乗せた杉の葉から煙が盛
んに立ちのぼった後、松明が燃え上がり、勇壮な煙と火による
清めが行われます。
　燃えさしを持ち帰って家の戸口に掛けておくと厄除けになる
との言い伝えがあるため、昭和30年（1955）頃は火が消えかか
ると、燃えさしを皆で取り合いましたが、今は田子山富士保存
会が戸口に掛けやすいものを作り、配布しています。
　このようなお焚き上げの伝統行事を100年以上継続して行っ
ていることは極めて珍しく、国の文化財に指定されたときも高
く評価されました。今年は8月23日（土）17時30分から行われま
すので、ぜひ地域の伝統行事をお楽しみください。

　毎年8月21日過ぎの週末日の17時30分か
ら、敷島神社境

けい

内
だい

で田子山富士塚の伝統行事
「山仕舞い（お焚き上げ）」が開催されます。山
梨県富士吉田市の火祭りを模

も

して行われてい
るもので、登山の無事を感謝し、天下泰平と

第 59回　田子山富士塚シリーズ➄
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▲神火の移動 ▲煙で悪いものを退散 ▲勇壮な「お焚き上げ」 ▲お持ち帰りの「燃えさし」
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平和の願いを胸に


